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平成15年３月期 第３四半期業績概況 平成15年２月20日

上 場会社 名 株式会社ソフトフロント 上場取引所 
大阪証券取引所 

ニッポン・ニュー・マーケット－「ヘラクレス」

コ ード番 号 ２３２１ 本社所在都道府県 北海道 

（ＵＲＬ http://www.softfront.co.jp）   

代 表 者 代表取締役 村田 利文 

問 合 せ 先 責 任 者 取締役管理本部長 山本 明彦 

 

ＴＥＬ（０１１）６２３－１００１ 
 

１．四半期連結損益計算書等の作成等に係る事項 

① 財務諸表等の作成に際して準拠した基準 ：（中間連結財務諸表作成基準   ） 

・会計処理方法の変更の有無 ： 有 （内容 ） ○無  

・中間決算等と異なる会計処理の有無 ： 有 （内容 ） ○無  

② 連結及び持分法の適用範囲の異動の有無 ： 有 （内容 ） ○無  

③ 公認会計士又は監査法人による関与の有無 ： 有 （ ） ○無  

２．15年３月期第３四半期の業績概況(平成14年４月１日～平成14年12月31日) 

(１) 経営成績(連結)の進捗状況 

 売上高 営業利益 経常利益 
当期（四半期） 

純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 
百万円

 ％

15年３月期第３四半期  458 -  △624 -  △675 -  △707 - 

14年３月期第３四半期  - -  - -  - -  - - 

（参考）14年３月期  968 -  △679 -  △680 -  △681 - 

 

 
１株当たり 

当期純利益 

潜在株式調整後 

１株当たり当期純利益

 円  銭 円  銭

15年３月期第３四半期  △49,769 44  -  

14年３月期第３四半期  -   -  

（参考）14年３月期  △50,833 46  -  

(注)売上高，営業利益等におけるパーセント表示は，対前年同四半期比増減率を示す 

 

(２) 財政状態(連結)の変動状況 

 総資産 株主資本 株主資本比率 １株当たり株主資本

 百万円 百万円 ％ 円  銭

15年３月期第３四半期  1,008  430  42.7  27,916 51 

14年３月期第３四半期  -  -  -  -  

（参考）14年３月期  1,753  701  40.0  52,281 52 

 

(参考１) 個別経営成績等の概況（平成14年４月１日～平成14年12月31日） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円

15年３月期第３四半期 457  △522  △567  △1,065 

 

 総資産 株主資本 

 百万円 百万円

15年３月期第３四半期  1,007  431 
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１．業績の概況(平成14年４月１日～平成14年12月31日) 

(１) 業績全般 

 当第３四半期(平成14年４月１日～平成14年12月31日)における我が国の経済は、年初来より兆しが見られた資

産デフレが企業収益に大きく影響を及ぼし始めたことに伴い、多くの企業で資産圧縮傾向を強めたことから、雇

用・所得不安を背景とする個人消費の低迷も重なり、一層の景気悪化傾向が顕著となっております。しかしなが

ら、通信分野においては、昨年夏以降IP電話市場に参入したプロバイダー事業者が会員数を急増させたことから、

その他の多くの通信事業者がIP電話サービスへの本格的参入を窺う展開となっており、全国的な規模で本格的な

IP電話網構築の機運が一気に高まってまいりました。当社にとっても、このIP電話網構築は間違いなく大きな

フォローとなると考えておりますが、現在のIP電話網構築が端末装置を通常電話機に依存した、いわゆる「安い

電話」の普及という形態を取り進行していることから、当社が最も得意とするソフトウェアによる高付加価値コ

ミュニケーション・サービスについては、未だ本格的な導入時期には至っていない状況が続いております。 

 このような市場環境の中、当社グループ(当社および連結子会社)の当第３四半期(平成14年４月１日～平成14

年12月31日)の業績は、売上高458,191千円、売上総利益206,082千円、営業利益△624,225千円、経常利益△

675,209千円となりました。 

 売上高につきましては、上述したとおり、大手通信事業者等のIP電話サービス構築が既存電話機を利用した

サービス導入を優先したことから、大型受託案件の商談のクローズ時期がずれ込んだことが大きく影響し、売上

高458,191千円と低調な水準に終わりました。 

 売上原価・売上総利益につきましては、受託開発に関連した原価管理体制を一層強化すると共に、当社製品の

ライセンス提供を主体としたソフトウェア販売が順調に増加したことから、売上原価は252,108千円に、売上総

利益は206,082千円となりました。また、売上高総利益率については45.0％となりました。 

 販売費及び一般管理費につきましては、人件費(派遣人件費を含む249,671千円)及び研究開発費(316,023千円)

を中心に830,308千円を計上いたしました。 

 結果，営業利益につきましては、売上総利益が販売費及び一般管理費を吸収することができず624,225千円の

営業損失を計上いたしました。 

 

(２) 研究開発活動 

 当第３四半期における研究開発については、期初より継続しております当社のコア技術であるVoIP及びSIP関

連基礎技術調査、並びに製品開発を中心とした技術開発等に対して、316,023千円の研究開発費を投入いたしま

した。 

 

２．当期の見通し 

(１) 業績見通し 

 当社は四半期ごとに決算実績および事業の概況を開示することに務めておりますが、業績予想につきましては、

当面の間、開示しない方針であります。 
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(２) 生産、受注及び販売の状況 

 当社グループは単一セグメントであるため、主要販売形態別に記載しております。なお、当第３四半期連結会

計期間より第３四半期連結財務諸表を作成しておりますので、前年同期との比較は行っておりません。 

① 生 産 実 績          

 当第３四半期連結会計期間の生産実績を主要販売形態別に示すと次のとおりであります。 

(単位：千円) 

 
 

区    分 
 前年同期比(％) 

受 託 開 発 204,883 - 

ソ フ ト ウ エ ア 販 売 44,170 - 

そ の 他 3,055 - 

合 計 252,108 - 

 (注)１．金額には、消費税等は含まれておりません。 

２．ソフトウエア販売の金額は、ソフトウエア提供のための製造原価を記載しております。 

３．その他の金額には、商品売上に対する仕入額が含まれております。 

 

② 受 注 状 況          

 当第３四半期連結会計期間の受注状況を主要販売形態別に示すと次のとおりであります。 

(単位：千円) 

  
区  分 受 注 高 

前年同期比(％) 
受 注 残 高 

前年同期比(％) 

受 託 開 発 322,256 - 54,272 - 

ソフトウエア販売 152,819 - 34,414 - 

そ の 他 4,664 - 54 - 

合   計 479,740 - 88,741 - 

 (注)金額には、消費税等は含まれておりません。 

 

③ 販 売 実 績          

 当第３四半期連結会計期間の販売実績を主要販売形態別に示すと次のとおりであります。 

(単位：千円) 

  
区    分 

 前年同期比(％) 

受 託 開 発 324,674 - 

ソ フ ト ウ エ ア 販 売 128,905 - 

そ の 他 4,610 - 

合 計 458,191 - 

(注)１．金額には、消費税等は含まれておりません。 

 

第３四半期連結会計期間
自 平成14年４月１日 

至 平成14年12月31日 

第３四半期連結会計期間
自 平成14年４月１日 

至 平成14年12月31日 
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３．第３四半期連結財務諸表等 

第３四半期連結貸借対照表     
(単位：千円)

第 ３ 四 半 期 
連結会計期間末 

(平成14年12月31日現在) 

前 連 結 会 計 年 度 の 
要約連結貸借対照表 
(平成14年３月31日現在) 

期  別 
 
 
 
科  目 金 額 構成比 金 額 構成比

 (資産の部)  ％  ％

Ⅰ 流動資産   

１． 現金及び預金  565,222  779,250

２． 売掛金  171,600  699,553

３． たな卸資産  5,269  6,081

４． その他  36,909  34,557

 貸倒引当金  △5,514  △3,158

 流動資産合計  773,487 76.7  1,516,284 86.5

Ⅱ 固定資産   

１． 有形固定資産  19,701  29,994

２． 無形固定資産   

(１) ソフトウエア  125,613  114,495

(２) その他  1,246  1,246

 無形固定資産合計  126,859  115,741

３． 投資その他の資産   

(１) 差入保証金  88,330  88,220

(２) その他  8,627  12,125

 貸倒引当金  △8,577  △8,577

 投資その他の資産合計  88,380  91,769

 固定資産合計  234,942 23.3  237,504 13.5

 資産合計  1,008,429 100.0  1,753,789 100.0
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     (単位：千円)

第 ３ 四 半 期 
連結会計期間末 

(平成14年12月31日現在) 

前 連 結 会 計 年 度 の 
要約連結貸借対照表 
(平成14年３月31日現在) 

期  別 
 
 
 
科  目 金 額 構成比 金 額 構成比

 (負債の部)  ％  ％

Ⅰ 流動負債   

１． 営業未払金  20,193  40,914

２． 短期借入金  276,000  588,000

３． 一年以内返済予定の長期借入金  93,748  120,797

４． その他  43,033  90,736

 流動負債合計  432,974 42.9  840,448 47.9

Ⅱ 固定負債   

１． 長期借入金  136,180  203,042

２． その他  8,942  8,942

 固定負債合計  145,122 14.4  211,984 12.1

 負債合計  578,096 57.3  1,052,432 60.0

    

 (資本の部)   

Ⅰ 資本金  - -  1,806,345 103.0

Ⅱ 資本準備金  - -  1,505,305 85.8

Ⅲ 欠損金  - -  2,604,822 △148.5

Ⅳ 為替換算調整勘定  - -  △5,470 △0.3

 資本合計  - -  701,356 40.0

    

Ⅰ 資本金  1,976,345 196.0  - -

Ⅱ 資本剰余金  1,758,505 174.4  - -

Ⅲ 利益剰余金  △3,312,295 △328.5  - -

Ⅳ 為替換算調整勘定  7,778 0.8  - -

 資本合計  430,333 42.7  - -

 負債資本合計  1,008,429 100.0  1,753,789 100.0
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第３四半期連結損益計算書     
(単位：千円)

第３四半期連結会計期間 
 

自 平成14年４月１日 
至 平成14年12月31日 

前 連 結 会 計 年 度 の 
要約連結損益計算書 
自 平成13年４月１日 
至 平成14年３月31日 

期  別 
 
 
 
 
科  目 金 額 百分比 金 額 百分比

   ％  ％

Ⅰ 売上高  458,191 100.0 968,309 100.0

Ⅱ 売上原価  252,108 55.0 525,101 54.2

 売上総利益  206,082 45.0 443,207 45.8

Ⅲ 販売費及び一般管理費  830,308 181.2 1,122,386 115.9

 営業損失  624,225 △136.2 679,178 △70.1

Ⅳ 営業外収益  8,824 1.9 21,655 2.2

Ⅴ 営業外費用  59,807 13.1 22,829 2.4

 経常損失  675,209 △147.4 680,353 △70.3

Ⅵ 特別利益  - - - -

Ⅶ 特別損失  29,919 6.5 277 0.0

 税金等調整前第３四半期(当期)純損失  705,128 △153.9 680,630 △70.3

 法人税、住民税及び事業税  2,344 0.5 1,300 0.1

 第３四半期(当期)純損失  707,472 △154.4 △681,930 △70.4

 


